
 

令和３年度、東北技術事務所（水質試験室）では、水質事故の担当者を対象

に、講習や現地で実施できる簡単な水質調査体験を実施しました。 
 

 

月 日：令和３年１０月２１日（木） 

場 所：仙台河川国道事務所 

参加者：阿武隈川水系水質汚濁対策連絡協議会下流支局 

名取川水系水質汚濁対策連絡協議会(参加者計 25 名) 

 

月 日：令和３年１１月１５日（月） 

場 所：紫波運動公園内 

参加者：北上川水系水質汚濁対策連絡協議会上流支局(参加者計 49 名） 

 

月 日：令和３年１１月２６日（金） 

場 所：涌谷地区河川防災ステーション内 

対象者：北上川水系水質汚濁対策連絡協議会下流支局 

江合川･鳴瀬川水系水質汚濁対策連絡協議会(参加者計 108 名) 

 

講習の実施 



 

 水質事故の多くは「油類の流出」です。 

・水路や河川に流れ出た「油類」の見え方に特徴があります。 

・灯油よりも重油の方が虹色に見えます。 
 

 水路や川の色や浮いている物でも異常が判ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・流れる水の色、浮いている物でも異変が判ります。 

・原因は薬品である事が多く、人体への影響も考えられます。 

・特に注意が必要です。 
 

 簡単な水質試験を体験 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・汚染された水のｐＨなどは簡単に調べる事ができます。 

・ただし、汚染原因などは専門的な調査や分析が必要です。 
 

灯油の例 重油の例 

講習内容の紹介 

水質に関しては、ホームページの技術支援から「水質調査」をご覧下さい。 


